
１ 区内の新規感染者の状況（推移） 数値は東京都HP公表

Ⅰ 区内感染者数の推移と状況

２ 区内感染者の年代別割合と感染経路別割合 数値は保健所が受理した発生届

・感染者の年代別では、２０代、３０代の若い世代の感染者が多いものの、一方で、１月以降は１０歳未満の感染者の割合も高くなっています。
・第６波への対応として、感染者の重症化を予防する施設として、自宅療養者医療支援施設を開設しました。４１人のハイリスク者に中和抗体薬に
よる治療を実施し、利用者全員が重症化することなく、１０日間で自宅療養を終えることができました。

・オミクロン株による第６波の感染状況は、１月から２月のピーク時に比べて、３月は１日平均約１７５人、４月は１日平均約１６９人と減少した
ものの、下げ止まっており、引き続き、感染状況を注視していく必要があります。

1月中旬以降、入院病床がひっ迫していたことから、感染者の重症化を予防する施設として
開設し、ハイリスク者に中和抗体薬による治療を実施しました。
当施設の利用者全員が重症化することなく、10日間で自宅療養を終えることができました。
【利用者数】４１人（各利用者の年代・重症化リスクは以下のとおり）
【開設期間】令和４年２月１８日～３月３１日（２月１５日試行）

自宅療養者医療支援施設の実績

※１人が複数の重症化リスクを持っている場合あり

■区内の新規感染者発生状況／日（５月２４日時点））

（人）

区内感染者の年代別割合（５月２４日時点）


